










研究目的 

 母乳栄養の普及とともに,母乳栄養の極小未熟児に高率にくる病が発生することが知ら

れて来た。前年度までの班研究で,われわれはこのくる病発性が活性型ビタミン D剤の投与

により減じるものの,なおその予防効果は不十分で,生化学的所見から Ca,P 欠乏がくる病

発生の主要因であろうことを指摘した。このことは Ca,P の補給(調整粉乳の添加)によって

くる病発生率をさらに減じることが出来ることで裏付けられた。しかしながら,それによっ

ても全てを予防することは出来ず,Ca,P の必要量さらには他の要因についてなお検討の余

地がある。 

 今回はこれまでに得られたデータおよび最近の知見を整理し,今後の研究の方向づけを

行いたい。 


